
 奈良先端科学技術大学院大学先端科学技術研究科における再入学

取扱要領 

 

令 和 ４ 年 ９ 月 ２ 日 

教 育 担 当 理 事 裁 定 

 

（趣旨） 

第１条 この要領は、奈良先端科学技術大学院大学学則（平成１６年

学則第１号。以下「学則」という。）第４９条に規定する奈良先端科

学技術大学院大学（以下「本学」という。）への再入学に関する取扱

いに関し、必要な事項を定める。 

 

（適用範囲） 

第２条 再入学の志願者に対する選考及び決定方法等については、学

則に定めるもののほか、この要領の定めるところによる。 

 

（再入学資格） 

第３条 本学先端科学技術研究科に再入学できる者は、学則第３２条

に規定する在学年限から退学又は除籍前の在学期間を差し引いた期

間内に、本学博士前期課程又は博士後期課程を修了する見込みがあ

ると先端科学技術研究科において認めた者とする。 

２ 再入学を志願できる試験区分は、原則として、次の各号に定める

とおりとする。 

（１）情報科学研究科、バイオサイエンス研究科又は物質創成科学研

究科に所属していた者  在学時に所属していた研究科と同一の

区分 

（２）先端科学技術研究科に所属していた者   在学時に配属されて

いた研究室が属する領域と同一の区分。ただし、研究室への配属

前に退学した者にあっては、在学に至った入試における試験区分

と同一の区分とする。 

 

（再入学の時期） 

第４条 再入学の時期は、学期の始めとする。ただし、特別の事情が

あると研究科長が認めた場合は、この限りでない。 

 

（出願） 

第５条 本学に再入学を志願する者（以下「志願者」という。）は、博

士前期課程にあっては再入学を希望する学期の始めの直前にある博

士前期課程入試開始日の４週前の水曜日までに、博士後期課程にあ



っては再入学を希望する学期の始めの直前にある博士後期課程入試

の開始日の４週前の水曜日までに、次に掲げる書類に所定の検定料

を添えて研究科長に願い出るものとする。 

（１）再入学願書（別紙様式第１号） 

（２）再入学理由書（別紙様式第２号） 

２ 志願者は、前項各号に掲げる書類のほか、ＴＯＥＩＣ等のスコア

その他の英語検定の点数が記載された証明書で出願時の一般選抜に

係る募集要項で定めるものを提出することができる。 

 

（再入学者選考の実施） 

第６条 再入学者選考は、志願者が再入学を願い出た試験区分におい

て、一般選抜の選抜方法に準じて実施する。この場合において、口

頭試問等の具体的な内容については、試験区分ごとに異にすること

を妨げない。 

２ 再入学者選考の実施日程は、再入学の時期に応じて、一般選抜の

入学者選抜実施日程に準じたものとする。ただし、特別の事情があ

ると研究科長が認めた場合は、この限りでない。 

 

（合格者の決定） 

第７条 再入学者選考における合格者の決定は、教授会の議を経て、

学長が行う。 

 

（教育課程及び履修方法等） 

第８条 再入学後の教育課程及び履修方法等は、再入学後の教育課程

等によるものとする。 

 

（既修得単位及び在学期間の認定） 

第９条 再入学を許可する場合における既に修得した授業科目の単位

及び在学期間の認定は、学則第４９条第２項の規定に基づき、教授

会の議を経て、研究科長が行う。 

 

（在学年限等） 

第１０条 再入学後の在学期間は、前条により認定された在学期間と

合算して、博士前期課程にあっては４年を、博士後期課程にあって

は６年を超えることができない。 

２ 再入学後の休学期間は、退学又は除籍前の休学期間と合算して、

博士前期課程又は博士後期課程ごとに、それぞれ通算して２年を超

えることができない。 

 



（検定料、入学料及び授業料の額） 

第１１条 再入学にかかる検定料、入学料及び授業料の額は、学則第

５４条の定めるところによる。 

 

（未納の入学料又は授業料相当額） 

第１２条 学則第５３条の２第３号又は第４号により除籍された者は、

出願時に未納の入学料又は授業料相当額を納入しなければならない。 

２ 前項の規定にかかわらず、奈良先端科学技術大学院大学入学料、

授業料及び寄宿料の免除等に関する規程（平成１６年規程第２３号）

第１４条の規定により適用する国立大学法人奈良先端科学技術大学

院大学債権債務管理及び出納事務取扱規程（平成１６年規程第７３

号）第２２条の規定を適用し、未納の入学料又は授業料に係る債権

の全部又は一部を放棄し消滅したものとして処理した場合、又は当

該債権が時効等により消滅している場合は、未納の入学料又は授業

料相当額の納入を求めないものとする。 

 

（雑則） 

第１３条 この要領に定めるもののほか、必要な事項は、領域ごとに

定める。 

 

 

附 則 

この要領は、令和４年１０月１日から施行する。 

  



別紙様式第１号（第５条関係） 

 

再 入 学 願 書 
 

（元号） 年 月 日  

試 験 区 分 
情報科学区分 ／ バイオサイエンス区分 ／ 物質創成科学区分 

        出願を希望する試験区分を〇で囲んでください。 

（ふりがな） 

氏   名 

性   別 

生 年 月 日 

 

 

（ 男 ・ 女 ）      

   年  月  日生   

住   所 

〒   ― 

 

電  話   －   －    

携帯電話   －   －    

E-mail（          ） 

既

在

学

期

間 

入 学 

  年  月 

奈良先端科学技術大学院大学 

        研究科  博士 [ 前期・後期 ] 課程 

        専攻        研究室 入学 

退 学／ 

除 籍 

  年  月      □ 退学 

                □ 除籍 

退学（除籍） 

時の指導教員 

 

受 入 予 定 

教 員 
（受入予定教員の署名） 

退学（除籍） 

後 の 職 歴 

年 月～ 年 月  

年 月～ 年 月  

年 月～ 年 月  

 

☐この出願に係る選考のため、退学・除籍前の成績情報を本学が使用するこ

とについて同意します。 ※チェックしてください。                         

 

※事務確認欄 

退学（除籍）年次 

残存在学期間  年 月 

残存休学期間  年 月 

取得単位数     単位 

  



別紙様式第２号（第５条関係） 

 

再 入 学 理 由 書 
 

氏 名           

再入学を希 

望する理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再入学後の 

研究テーマ 

 

 

 

 

 

 

 

 

研 究 業 績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


